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第１０４回医師国家試験問題

内分泌・糖尿病関連

１６，２４，３５，４４

内分泌。糖尿病関連

４，２２

内分泌。糖尿病関連

該当問題なし

内分泌・糖尿病関連

３３，３５，３７，４２，４３

内分泌・糖尿病関連

１０，３７，５２

内分泌。糖尿病関連

１６

内分泌・糖尿病関連

１６，４５，６４，６５，６６

内分泌。糖尿病関連

１３，１８

内分泌・糖尿病関連

７，２３，２８，２９，３２，３９，６０，６１、７５

合計３１問題



１６組合せで正しいのはどれか。３つ選べ。

１０疾患と検査法の組合せで正しいのはどれか。

ａ急性豚炎

ｂ慢性騨炎

ICC試験

ウレアーゼ試験

内視鏡的逆行性胆管騨管造影くERCP〉
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ｃ自己免疫性騨炎

ｄ嚢胞性臓疾患一
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線維化マーカー

細胞表面抗原ｅ臆内分泌腫癌
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２４６２歳の女性。高血圧を主訴に来院した。１０年前から高血圧を指摘され、様々な

降圧薬を内服したが、正常血圧の維持が困難であった。意識は清明。身長１５４

ｃｍ、体重４０ｋｇ・体温３６．４℃・脈拍７６/分、繕．血圧160/９６ｍｍＨｇ・心尖部に

Ⅳ音を聴取する。肝・牌を触知しない。Ｗiii周囲に血管性雑音を認める。下肢に浮腫

を認めない。尿所見：蛋白(－)、糖(－)。血液所見：赤血球４１６万、Ｈｂ１２．２

９/dJ、Ｈt３２％、白血球6,800、血小板２８万。血液生化学所.見：血糖９６ｍｇ/dﾉ、

総蛋白７．２９/d/、アルブミン４．６９/ｄｊ、尿素窒素２０ｍｇ/dﾉ、クレアチニン１．０

ｍｇ/dj，尿酸６．０ｍｇ/dZ、総コレステロール272ｍｇ/d/、トリグリセリド１６０

ｍｇ/ｄｊ、Ｎａｌ４０ｍＥｑ〃、Ｋ３．４mEq//、ＣｌｌＯ６ｍＥｑ//・腹部造影Ｃｒ血管写真く腹

部CTA>(別冊No.６)を別に示す。

異常値が予測されるのはどれか。２つ選べ。

ａＴＳＨ

ｂコルチゾール

ｃアルドステロン

．エストラジオール

ｅ血蕊レーン活性(PRＡ〉
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３５２１歳の女性。下肢の脱力を主訴に来院した。これまで時々手足のしびれや脱力

を自覚していたが自然に軽快していた。意識は清明。身長155ｃｍ、体重40kg・血

圧98/66mmHgb眼脆結膜に軽度の貧血を認める。四肢に筋力低下を認める。尿

所見：蛋白(－)、潜血（－)。血液所見：赤血球350万、ＨｂＵＯｇ/ｄｊ、Ｈt32％、

白血球6,800、血小板26万。血液生化学所見：総蛋白６．８９/dj、アルブミン３．５

９/dJ、クレアチニン0.8ｍｇ/dj，尿酸4.2ｍｇ/dﾉ、Nal38mEq〃、Ｋ2.8mEq〃、

Cl96mEq/ﾉ、Ｃａ9.0ｍｇ/dJ、Ｐ3.8ｍｇ/dI，血紫レーン活性くPRA>5.0,9/ｍ〃時

間(基準1.2～2.5)、アルドステロン45,9/ｄｊ(基準５～１０)。動脈血ガス分析(自発

呼吸、１．oomair）：ｐＨ7.44、PaO296Torr，PaCO242Torr、HCO3‐２８mEq/Z。

考えられるのはどれか。

aLiddle症候群

bFanconi症候群

cGitelman症候群

ｄ尿細管性アシドーシス

ｅ原発性アルドステロン症

４４４８歳の男性。動惇、頭痛および発汗を主訴に来院した。１年前の健康診断で高

血圧を指摘されたが、放置していた。身長168ｃｍ，体重69kg・体温36.8℃、脈

拍88/分、整。血圧168/ｌＯ４ｍｍＨｇｂ血液生化学所見：Nal42mEq/ﾉ、Ｋ4.5

mEq〃、尿中アドレナリンlO2jug/日(基準ｌ～23)。腹部単純ＣＴで副腎部に

４×６ｃｍの腫癌を認める。

検査として有用なのはどれか。２つ選べ。

ａ血清Ｃａ測定

ｂ副腎静脈造影

ｃフロセミド負荷試験

ｄデキサメサゾン抑制試験

ｅｌ３１Ｉ－ＭＩＢＧシンチグラフィ
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４疾患の発症要因としての遺伝性因子と環境因子の関係の図(別冊Ｎｏ．１)を別に示

す。

※印に該当するのはどれか。３つ選べ．

ａ糖尿病

ｂ高血圧症

ｃ交通外傷

．動脈硬化症

ｅ家族性高脂血症

環
境
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６０原発'性アルドステロン症で正しいのはどれか。

ａ男性に多い。

ｂα遮断薬が有効である。

ｃ高カリウム血症を呈する。

ｄＡＣＴＨの日内変動は保たれる。

ｅ対側副腎の機能は抑制される。

ｆ超音波検査で偶然発見される。

ｇ術後に副腎皮質ステロイドを補充する。

※
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２２我が国の死因別死亡数(2007年)で１０位以内でないのはどれか。

ａ老衰

ｂ自殺

ｃ肺炎

．糖尿病

ｅ腎不全

…-…--…･･-----.------……-…-……Ｃ問題--……･･--…………-…----....--……------.

該当問題なし

----------------..--------…………-…-Ｄ問題……--------…………--……-------------‐

３３７２歳の女性。下腿の浮腫を主訴に来院した。浮腫は３か月前から両側の足首に

Ｈｆ現し、その後下腿全体に広がった。身長152ｃｍ、体重63kg・脈拍64/分、整。

血圧160/94ｍｍＨｇ・心音と呼吸音とに異常を認めない。肝・牌を触知しない。眼

底に網膜新生血管を認める。尿所見：蛋白4-1-,糖２＋・血液所見：ＩＩｂｌ１．０

篇/dﾉ、白血球6,800、血小板23万、フイブリノゲン460ｍｇ/dﾉ(基準200～400)。

血液生化学所見：血糖150ｍｇ/dZ、ＨｂＡｌｃ７､４％、総蛋白６．０９/dI、アルブミン

２．８９/dJ、尿素窒素32ｍ質/dﾉ、クレアチニン1.8ｍｇ/dJ，尿酸8.5ｍｇ/dﾉ、総コ

レステロール３８０ｍｇ/dJ、Ｎａｌ３６ｍＥｑ/ﾉ、Ｋ６.ＯｍＥｑ/j、Ｃ】108mEq/I。

浮腫の原因として考えられるのはどれか。

ａ肝硬変

ｂ糖尿病性腎症

ｃうっ血性心不全

ｄ大腿静脈血栓症

ｅ甲状腺機能低下症



３５５３歳の女性。四肢の脱力を主訴に来院した。１週前から全身の脱力感と後頭部

痛とを自覚し、本日階段の昇降が困難となった。脈拍６８/分、整。血圧178/９４

ｍｍＨｇ・眼臓結膜に貧血を認めない。眼球結膜に黄染を認めない。筋萎縮を認め

ない。徒手筋力テストは両側上下肢ともに３(faid程度である。血液生化学所見：

空腹時血糖98ｍｇ/dJ、総蛋白７．６９/ｄｊ、尿素窒素12ｍｇ/ｄｊ、クレアチニン0.7

ｍｇ/ｄｊ、Ｎａｌ４１ｍＥｑ/j、Ｋ１．９mEq/ﾉ、Cl98mEq/ﾉ、Ｃａ８．６ｍｇ/dJ、Ｐ4.3ｍｇ／

ｄﾉ。ＣＲＰ0.1ｍｇ/α・動脈血ガス分析(自発呼吸、roomaiI･）：ｐＨ7.47、PaO298

Torr，PaCO245Torr，HCO3‐３２mEq/Ｉ。安静臥位での血紫レーン活性くPRA>0.1

,9未満/ｍＩ/時間(基準1.2～2.5)、アルドステロン2,9/dﾉ(基準５～１０)。

問診で最も重要なのはどれか。

ａ「ご家族にも同様の症状の方がいますか」

ｂ「過去に同じ症状の経験がありますか」

ｃ「最近飲み始めた薬はありますか」

ｄ「最近体重が減りましたか」

ｅ「お酒は飲まれますか」

３７１８歳の女子。初経がみられないことを主訴に来院した。においを感じにくいと

の訴えがある。既往歴に特記すべきことはない。身長165ｃｍ、体重50kg。二次性

徴の発来を認めない。内診で異常を認めない。血液生化学所見：ＬＨ０．２mlU/ｍノ

（基準1.8～7.6)、ＦＳＨＭｍｌＵ/ｍﾉ(基準5.2～14.4)、エストラジオール20pg/mノ

以下(基準25～75)、テストステロン10,9/ｄｊ(基準30～90)。

考えられるのはどれか。

aAshemman症候群

bKallmann症候群

cK1inefelter症候群

dRokitanskyKiisteFHauser症候群

ｅTurner症候群



４２２４歳の女性。下痢と体重減少とを主訴に来院した。半年前から１日２，３回の

下痢が始まり、体重が減少してきた。階段を昇るときに動惇を感じるようになっ

た。身長162cm､体重48kg･体温37.2℃・脈拍112/分、整。血圧128/58ｍｍＨｇ･

皮膚は湿潤。血液所見：赤血球410万、白血球3,500．血液生化学所見：空腹時血

糖98ｍｇ/ｄｊ、総コレステロール128ｍｇ/d【、ALP4101Ｍ(基準115～359)。

内服治療開始後の臨床指標で重要なのはどれか。

ａ体重

ｂ血圧

ｃ便性状

ｄ白血球数

ｅ血清総コレステロール

４３７５歳の女性。意識障害で搬入された。夫との朝食前の散歩中に動惇を訴え、間

もなく意識が混濁したという。１年前に繍尿病と診断され、食事療法、運動療法お

よびスルホニル尿素薬で治療中である。最近のＨｂＡ:c値は5.8％である。意識は

傾眠状態。体温36.2℃・呼吸数18/分。脈拍92/分、整。血圧170/90ｍ,ｒｌＨｇｏ明

らかな麻庫を認めない。

この病態でみられるのはどれか。２つ選ぺ°

ａ振戦

ｂ顔面浮腫

ｃ発汗増加

ｄアセトン臭

eKussmaul呼吸

----…----…-………-…-………-…Ｅ問題-…-…--…･･……----…---…-…---…-…．



１０高カルシウム血症を呈するのはどれか。２つ選べ。

aCushing症候群

ｂサルコイドーシス

ｃ原発性胆汁性肝硬変

Ｃｌ慢性甲状腺炎く橋本病〉

ｅ多発性内分泌腫傷くMEN>I型

３７特定健康診査によるメタボリックシンドローム診断の基準に含まれないのはどれ

か。

ａ腹囲

ｂ血圧

ｃ空腹時血糖

ｄトリグリセリド

ｅ総コレステロール

５２３４歳の女‘性。無月経を主訴に来院した。８年前に正常分娩し、その後月経に異

常はなかったが、１年ほど前から稀発月経となり半年前から無月経となっていた。

診察時に乳頭部の圧迫を行った後の写真(別冊No.９)を別に示す。

疾患に関与するのはどれか。３つ選べ。

ａ視床下部

ｂ下垂体

ｃ甲状腺

ｄ副腎皮質

ｅ卵巣

別冊
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１６４５歳の男性。人間ドックでγ-Grpが1051U/ｊ(基準８～50)と異常を指摘された

ため来院した。その他の肝機能検査に異常を認めなかった。腹部超音波検査では脂

肪肝を認めた。Ｂ型とＣ型肝炎ウイルスは陰性であった。身長１６５ｃｍ，体重７２

ｋｇ・缶ビール(350ｍＩ）１本を１０年間毎日飲んでいる。最近は仕事が忙しくて深夜

帰宅し、夜食もとっている。ここ３か月で体重が５kg増えている。

指導事項として最も適切なのはどれか。

ａ禁酒

ｂ経過観察

ｃ食生活の改善

ｄ睡眠時間の確保

ｅ勤務時間の短縮

…--…-----------------…--……---…Ｇ問題----..---……………-----------------------‐



１６４５歳の男性。人間ドックで声Grpが1051u/』(基準８～50)と異常を指摘された

ため来院した。その他の肝機能検査に異常を認めなかった。腹部超音波検査では脂

肪肝を認めた。Ｂ型とＣ型肝炎ウイルスは陰性であった。身長165ｃｍ，体重７２

ｋｇ・缶ビール(350,J）1本を１０年間毎日飲んでいる。最近は仕事が忙しくて深夜

帰宅し、夜食もとっている。ここ３か月で体重が５kg増えている。

指導事項として最も適切なのはどれか。

ａ禁酒

ｂ経過観察

ｃ食生活の改善

ｄ睡眠時間の確保

ｅ勤務時間の短縮

４５４６歳の男性。脱力感を圭訴に来院した。３か月前、胃癌のため胃令摘術を受け

た。ｌか月前から食後２，３時間すると脱力感が出現し、動惇、冷汗および手指振

戦を認めるようになった。意識は清明。身長172ｃｍ、体重62kgｂ脈拍７２/分、

整。血圧134/86mmHgも眼瞳結膜に貧血を認めない。心音と呼吸音とに異常を認

めない。腹部は正中部に手術創癒痕を認め、平坦、軟で、肝・牌を触知しない。

この病態に関係しているのはどれか。

ａインスリン

ｂセロトニン

ｃヒスタミン

．ブラジキニン

ｅソマトスタチン



次の文を読み、６４～66の問いに答えよ。

５１歳の男性。口渇、多飲および今身倦怠感を主訴に来院した。

現病歴：ｌか月前から同渇が出現し、清涼飲料水を多飲している。２週前から全

身倦怠感を自覚している。

既往歴：１年前にＣ型肝炎で、インターフェロンａ－２ｂとリバビリンとの治療

が開始され、１か月前に終了した。

生活歴：喫煙歴はない。飲酒は機会飲酒。

家族歴：特記すべきことはない。

現症：意識は清明。身長162ｃｍ、体重57kg・体温36.9℃・脈拍92/分、

整。血圧142/86ｍｍＨｇ・心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、

肝・牌を触知しない。

検査所見：尿所見：蛋白(±)、糖２＋、ケトン体２十．血液所見：赤血球451

万、Ｈｂ１２．６９/dﾉ、Ｈt40％、白血球4,300(好中球３９％、好酸球２％、好塩基球

１％、単球６％、リンパ球５２％)、血小板１３万。血液・尿生化学所見》血糖626

ｍｇ/dJ，ＨｂＡ１ｃ１２．５％、総蛋白７．３９/dJ、アルブミン３．９９/dﾉ、尿素窒素１０;２

ｍｇ/ｄｊ、クレアチニン0.8ｍｇ/dJ、尿酸6.9ｍｇ/ｄＩ、総コレステロール241

ｍｇ/dJ，トリグリセリド239ｍｇ/｡！、総ビリルビン０．３ｍｇ/dﾉ、ASfr371U〃、

Ａ、､381U/ﾉ、LD1811U/（基準176～353)、ALP2151U/j(基準１１５～359)、Ｎａ

ｌ４０ｍＥｑ/１，Ｋ5..ｌｍＥｑ〃、CI102mEq/J、ＦＴ32.9pg/ｍｊ(基準2.5～4.5)、ＦＴ４

１．１，９/dJ(基準0.8～2.2)、尿中アルブミン208ｍｇ/ｇ・Ｃｒ(基準22以下)。ＣＲＰ

１．２ｍｇ/dﾉ。２４時間クレアチニンクリアランス７８ｍ〃分(基準90以上)。



6４

6５

6６

この病態でみられる症候はどれか。

ａ

ｂ

Ｃ

．

ｅ

難聴

体重減少

眼球突出

女性化乳房

黒色表皮腫

診断に有用なのはどれか。

ａ自己抗体

ｂ補体

ｃ免疫グロブリン

ｄ細胞性免疫

ｅ食菌能

対応として適切なのはどれか。

ａ食事療法

ｂ降圧薬投与

ｃ脂質低下薬投与

ｄインスリン投与

ｅ経口血糖降下薬投与

2つ選べ。



1３

1８

７

-………---……-..----------……--…Ｈ問題･･･……-…………･…･…-…-…．…----…

全血検体を室温放置することで低下するのはどれか。

ａＬＤ

ｂASI，、

ｃブドウ糖

ｄ無機リン

ｅアンモニア

疾患と危険因子の組合せで正しいのはどれか。

ａ骨粗髭症．

ｂ

Ｃ

．

ｅ

痛風

乳癌

白血病

脳出血

肥満

喫煙

多産

紫外線

高塩分食

…---…--..-…----------…………･･…I問題…-……--…………-…-……………-…

甲状腺乳頭癌の診断に最も有用なのはどれか。

ａＣＥＡ高値

ｂＴＳＨ低値

ｃサイログロブリン高値

ｄ超音波検査で点状高エコー像

ｅ頚部エックス線写真で粗大石灰化像



２３分泌過剰によって骨密度が低下するのはどれか。２つ選べ。

ａエストロゲン

ｂカルシトニン

ｃ抗利尿ホルモン

ｄ副甲状腺ホルモン

ｅ副腎皮質ホルモン

２８痛風発作初期に用いる薬剤はどれか。

ａコルヒチン

ｂプロベネシド

ｃインドメタシン

ｄアロプリノール

ｅベンズブロマロン

2つ選べ。

２９ケトン性低血糖症について正しいのはどれか。

ａ学童期に多い。

ｂ朝に発症しやすい。

ｃ糖尿病に合併しやすい。

ｄ高脂肪食で予防する。

ｅグルカゴンで治療する。

３２ＡＤＨ不適合分泌症候群に合致する血液検査所見はどれか。２つ選べ。

ａＨｔ５５％

ｂ空腹時血糖４５ｍｇ/dJ

cクレアチニン１．８ｍｇ/dノ

ｄ尿酸２，５ｍｇ/ｄＪ

ｅＮａｌ２８ｍＥｑ/Ｉ



３９新生児期のクレチン症にみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ便秘

ｂ低身長

ｃ低体温

．低血糖

ｅ代謝性アシドーシス

６０１９歳の女性。無月経を主訴に来院した。１０歳時に１型糖尿病と診断され、以後

インスリンによる治療を開始した。１年ほど前から体重が次第に減少し、このころ

から無月経となった。身長158ｃｍ，体重32kg･脈拍48/分、整．血圧84/５２

mmHg･血液所見：赤血球390万、Ｈｂ８．６９/dJ，Ｈt38％、白血球3,500．血液生

化学所見：空腹時血糖128ｍｇ/dj，ＨｂＡ１ｃ６､２％、総蛋白６．３９/ｄｊ、Nal45mEq／

J･前胸部から蔽嵩にかけての写真(別冊No.１６)を別に示す。

この病態でみられるのはどれか。

ａＬＨ高値

ｂコルチゾール低値

ｃ成長ホルモン高値

ｄインスリン様成長因子高値

ｅ遊離トリヨードサイローン高値

別冊

Ｎｏ．１６



No.１６ (！問題６０）

隆争一一一

口日

６１３５歳の女性。傾眠状態で搬入された。２４歳時からＩ型糖尿病でインスリン自己

注射を行っている。５日前から感冒症状、食思不振および下痢のためインスリン

注射を中止していた。意識レベルは｣CSⅡ…20．身長158ｃｍ、体重５１ｋｇ・体温

３６．９℃・脈拍８８/分、整。血圧98/62ｍｍＨｇ･咽頭に発赤を認めるが、胸・腹部

と神経学的所見とに異常を認めない。尿所見：蛋白(－)、糖４＋、ケトン体３＋・

血液所見：赤血球467万､.Ｈｂ１４．５９/dj、Ｈt４４％、ロ血球10,400．血液生化学所

見：血糖562ｍｇ/ｄｊ、ＨｂＡ』ｃ9.8％。

まず静注するのはどれか。

ａ抗菌薬

ｂドパミン

ｃ生理食塩液

ｄ５％ブドウ糖液

ｅ重炭酸ナトリウム



知しない。

確定診断に有用な血液検査項目はどれか。

アルドステロン

テストステロン

プロケステロン

ヒト繊毛性ゴナドトロピン

ｌ７ｚＦヒドロキシプロゲステロン

ａ

ｂ

ｃ
、
。

ｅ

７５生後０日の新生児。外性器の異常があり診察を依頼された。外性器は女性型であ

るが、陰核が肥大し、尿道と睦とが共通の痩孔を形成している。鼠径部に腫癌を触


